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美中だより  
 

感動と感謝 

「秋冷の候」という時候の挨拶が、まったくその通りに感じられるようになりました。現金
なもので、夏の暑さが少し懐かしく思われます。 
 おかげさまで、第３７回美里中学校体育祭は無事盛会の内に終えることができました。体
育祭の日とその日までの感動を書きたいと思います。 
 体育祭の準備は夏休みから始まっています。３年生がパフォーマンスのダンスの振り付け
を考えたり、立て看板を作ったりするのです。どちらの作業も、３年生らしくよく協力して
スムーズに進み、あれよあれとといっている間にできあがったようです。 
 ところが、夏休みが終わって全校での体育祭の練習が始まってみると、行進や校歌、体操
などのできが思わしくなくありません。私は何度も厳しく注意し、職員もそれを受けて適宜
指導しました。が、何といっても一番効き目があったのは、３年生のリーダーたちによる働
きかけでした。ぐだぐだで、見るに堪えなかった行進が、練習が進むにつれ、見違えるよう
に立派になっていきました。去年の３年生が遺していってくれた「やればできる」の精神を、
思い出しました。ここでも伝統が生きています。 
 そんななかで始まった体育祭当日。競技や演技では、対戦前の元気なエール交換、大きな
声での返事。また、全校演技の南中ソーランでは、曲に合わせて表情も真剣で掛け声もよく
出ていました。競うときは真剣に、協力する（合わせる）ときは仲良くと、めりはりのきい
た中身でした。 
  また、パフォーマンスの全校ダンスの曲は「ええじゃないか」（ジャニーズＷＥＳＴ）で、
「お笑い」をテーマにした曲にぴったりのいい笑顔。上の南中ソーランとは打って変わって、
楽しそうで、観客まで誘われて笑顔になりました。 
  また、生徒数の少ない本校の体育祭は、生徒が運営する部分が他の学校に比べてたくさん
あります。その運営については、１年生までかり出され、一人何役も掛け持ちして仕事をし
ました。競技・演技に出ているか、準備や係をしているかどちらかで、休む間もないほど忙
しく立ち働き、まさに自分たちの体育祭を自分たちで作り上げていました。 
  体育祭を盛り上げたのは、生徒だけではありません。「ダンケツ力」や「紀美野音頭」に
も大勢の保護者が参加してくださり、その多さに来賓の方からも驚きの声が上がっていまし
た。体育祭に大輪の花を添えてくださりました。 
  生徒達が考えた、今年の体育祭のスローガンは「一心不乱～Never give up～」でした。綱
取りでは、一心不乱に引き合い、長縄跳びでは、最後の１秒まで give up し（諦め）ません
でした。点数で負けていても、「諦めるな」と声をかけるリーダーの姿が心に残ります。  
 今年の体育祭は、練習中を含めたくさんの場面で感動しました。来賓の方からも「良い体
育祭でした」「元気をもらいました」とのお褒めの言葉をたくさんいただきました。練習期
間中は、日々進化し、体育祭当日も、時々刻々成長し続け、団結力や集中力も高まっていき
ました。 
  来賓の皆様・地域の皆様には、暑い中でのご観覧、ありがとうございました。また、残暑
の厳しい折、本番に向けて厳しい練習に耐えられるようお子様を心身ともに支えてくださっ
た保護者の皆様にも、御礼申し上げます。 
 最後になりましたが、生徒の皆さん。皆さんの良いところを、感動とともに見せてくれて
ありがとう。がんばってくれて、ありがとう。 
                              校 長  嶌村 敏樹  

 

 

                       
          

 

 

            

  

 

 
 

 
 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７号  令和元年９月２７日 発  行 

    紀美野町立美里中学校 
〒640-1235 

和歌山県海草郡紀美野町野中 494-1 

ＴＥＬ０７３－４９５－２０１６ 

ＦＡＸ０７３－４９５－３３１０ 

 

 

(1) 

校 

訓 

「
和
」 

和
を 

貴
た
っ
と

し
と 

為な

す 

な
に
を
や
っ
て
い
く
に
も
人
と

人
と
の
和
が
な
く
て
は
で
き
る
も

の
で
は
な
い
と
和
の
必
要
性
を
説

い
た
有
子
の
こ
と
ば
で
あ
る
。 

今年は、前日が雨で準備が当日の朝に
なりましたが、どうにか予定通りの時間
に開始することができました。  

保護者種目（ダンケツ力）では３０人
近くの保護者の方が参加してくださり
大変盛り上がりました。紀美野音頭で
は、保護者の方や卒業生、弟妹さんも参
加してくれ、生徒と一緒に踊ってくださ
いました。片付けも協力していただきあ
りがとうございました。  

保護者のみなさまのご理解・ご協力の
中、無事体育祭を開催することができま
した。ありがとうございました。  
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 美中フェスティバル  

１０月２５日（金）（体育館） 

美中フェスティバルでは 

「舞台発表」「意見発表会」「全校合唱」 

を実施します。 

開始時間等については、 

後日案内を配布します。 

【弁当の用意をお願いします】 

 

 

 
 

１５日(火) 美中ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ練習開始 

（２５日まで下校 17時 バス 17:10） 

      部活動なし 衣替え完了（冬服） 

      交通街頭指導 

１６日(水) 県学習到達度調査 

      （１年国・数 ２年国・数・理） 

１９日(土) 那賀・星林高校体験学習 

２２日(火) 即位礼正殿の儀 

２５日(金) 美中フェスティバル【弁当用意】 

２６日(土) 海南校舎・桐蔭高校体験学習  

２７日(日) 読書週間・家読強化週間～11/9 

２９日(火) 郡英語発表会（１年生参加） 

 

※10/15 より下校時間が冬時間になり、部活動  

終了が 17 時、完全下校 17 時 10 分になります。  

男子・女子ソフトテニス部  

１０/１２(土)団体戦  １０/１３(日)個人戦 (１４日予備日) 

場 所 海南市東部テニス場 
１・２年生中心のチームになって２ヶ月がたちました。新チームになっての初めての大会です。 

男子卓球部 

１０/１２(土)個人戦 

場 所 巽中学校 
２回目の公式戦になります。着々と力をつけてきています。  

(3) 

１日(火) 中間テスト 

２日(水) ３年到達度テスト 

４日(金) ３年英検⑤⑥限 

５日(土) （下小運動会）向陽高校体験 

７日(月) 【弁当用意】下小振休のため  

９日(水) 文化芸術による子供の育成事業の 

ワークショップ⑤⑥限 

１０日(木) スクールカウンセラー来校 

１２日(土) 海草地方新人大会  

      町ＰＴＡ連合会講演会 

１３日(日) 海草地方新人大会 

１４日(月) 体育の日 

海草地方新人大会予備日 

保護者の皆様へ 

９月１４日の体育祭へ多数のご観覧、ご声援ありがとうございました。また、１０月２５日（金）には、

美中フェスティバルがありますので、ぜひ生徒達の輝いている姿を見にお越しください。 

＜全校合唱  曲目＞  

「  校歌  」  

「  あすという日が  」  

「  上を向いて歩こう」 

 

(4) 

                                    第１回家読強化週間では、多くの保護者の方々に感想を  

書いていただきありがとうございました。９月も暑い日が

続いていましたがようやく涼しくなってきました。秋がきました。「読書の秋」ですねえ。第２

回家読強化週間を「読書週間」に合わせて設定しています。課業中になりますので、読む時間が

あまり取れないという人は、余裕を持って本を読み始めましょう。新しい本は生徒玄関横や３年

生教室前ローカに置いていますので、生徒だけでなく保護者の方も活用して下さい。  

※「家読（うちどく）」とは…「家族ふれあい読書」の略語で、読書を通して、読んだ本の感想

を話し合うことで「家族間のコミュニケーション」をさらに深めようという取り組みです。年に

３回ある「家読強化週間」では、生徒だけではなく家族の方にも同じ本を読んでいただき感想を

交流し、「家読ノート」にも書いていただいています。 

テーマ「繋」  

１年生が、和歌山大学教育学部附属特別支援学校中学部の生
徒１２名と農村センターで交流学習を行いました。  

歓迎セレモニーのあと、４つの交流グループに分かれて自己
紹介をし、そのグループでゲートゴルフを行いました。互いに
楽しみにしていたこともあり、交流しながら楽しくゲームを進
めることができていました。弁当も同じグループで食べました。
お別れ会では一緒に「パプリカ」を踊りながら歌ったりしまし
た。また、和附特の生徒からおみやげをいただきました。  

今後もインターネットを活用して交流を深めていき、次回の
１１月の交流ではもっともっと実り多い機会にできればと考え
ています。  
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